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改善前 改善後

標　　　題

提案を総括すべき課

救急車要請に係る口頭指導内容統計システムの作成

情報指令課

　１１９番通報等の受信時には、通信指令員が通報
者に対して、救急車が到着するまでの数分間のうち
に必要な応急処置等を「口頭指導」していますが、近
年は、更にその重要性が認識されつつあります。
　これまで、口頭指導の実施件数は救急出動報告書
上の件数を計上していましたが、報告書の入力条件
等のために通信指令員が実際に行った件数と大き
な差があり、正確な実施状況が把握できませんでし
た。

　通信指令室内のパソコンで簡単な操作により入力
できるエクセルデータを職員で開発したもの。
　これにより通信指令室で実際に行っている市民等
に対する正確で詳細な口頭指導に関する統計デー
タが見られるようになった。

※写真等の添付可

　改善効果 実践状況
　集計したデータを分析することで、通信指令員毎の通報対応状況や、バイスタンダーが胸骨圧
迫を開始するまでの時間や処置を実施できなかった理由といった詳細状況が分かるようになりま
した。
　ここで得られたデータを分析することで、課題やその状況に至った原因を明らかにし、改善策を
講じることで、口頭指導の精度と救命率の向上を図ることが可能となります。

提案内容を既に
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実践済み


